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1C18 モデルを用いた 技術変化と情報収集が 競争に及ぼす 影響の分析 

0 勝木 雅和 ( 東工大社会理工 ) 

1 . イントロダクション 

高 い 技術力を持っ 企業が経営破綻に 追い込まれることがあ る一方で、 それほどの技術力を 持っとは 

思えないのに 高い市場占有率を 誇る企業があ る。 このことは単に 技術力と需要者の 嗜好に合わせた 商 

品 開発力が異なることを 示しているが、 それだけの違 い であ るとは考えられない。 需要に合わせた 資 

本投資、 研究開発投資など 経営全体の問題と 考えた方が適切であ ろう。 Evans and 

Honkapohja(2001) は、 「経済学と自然科学の 重大な違いは、 経済主体によってなされる 先を見越した 
決定の中に存する」と 述べている。 即ち、 予想ないしは 期待の形成が 企業経営に重要な 影響を及ぼす 

と 指摘しているのであ る。 現時点では、 経済学における 期待形成に関する 理論は、 完全な「経済人」 

を前提とする「合理的期待形成」が 主流であ るが、 近年、 「 Bounded Rationali ゆ 」の発想に基づく 

「適応的学習」モデルなどの 研究が進められっつあ る。 

そこで、 本稿では、 「 Bounded RationaIity 」の概俳に基づく 比較的単純な 数学モデルを 用いて、 

技術変化ならびに 情報収集に基づく 期待形成の企業行動への 影響を分析する。 数学的モデルを 用いる 

ことは、 関連する多くの 要素を排除してしまう 恐れがあ る一方で、 問題を単純化することで 本質を把 

損 することを容易にするメリットがあ る。 

図 1. モデルのフレームワーク 
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2. モデルの基本構成 

本 モデルの基本的な 構造を図 1 に示す。 対象企業は、 企業内部の情報は 完全に把握している 1 が 、 

外部の情報、 即ち市場における 自社製品の需要町， ) については推測を 行うしかない。 その推測の正確 

さは、 企業の情報収集努力 (M) によって左右される。 企業はこうして 得られた予想価格 ( 需要 ) に 基 

づいて、 利益を最大化するべく 資本投資 (9) および研究開発投資 (r) を行う。 

以下に、 具体的にモデル 式を示す。 

(1) 生産関数 

生産関数は標準的な 労働と資本の 二生産要素のものとする。 但し、 資本に関してはヴィンテージモ 

デルを用いることとする。 即ち、 資本財には研究開発の 成果が体化されていくため、 新しい資本財 は 

ど 性能が高まると 考える。 従って、 ここでは資本についてはその 能力を示す Kp とその帳 簿上の価値 

を示す Kc の二つの指標を 用いることとする。 
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Y: 生産量、 L : 労働投入 量 、 Kp     資本財能力、 Kc: 資本財簿価、 1     新規資本投資、 R : 研究 

開発投資、 T : 技術ストック、 ァ     減価償却率、 レ : 技術水準 2 

(2) 期待需要関数 
先にも述べた 通り、 企業は実際の 需要関数ではなく、 企業自身が持っ 期待需要関数に 基づいて意思 

決定を行 うと 考える。 近年の期待形成の 理論においては、 過去の結果に 基づいた「適応的学習」 モデ 

ルが 利用されることが 多いが、 ここでは (2.1) 式に示す通り、 情報収集を行うことによって 生産量に 

対する予想価格がより 正確になっていくこととしている 8 。 

一 y ヰ Ap 一 - り 1 ⅠⅠ 
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、 企業内部における 摩擦については 投資の調整コスト 以外は明示的に 取り扱わない。 
2 技術の陳腐化については 考慮していない。 

3 このことは、 需要がトレンドに 依存しない形で 変動することを 仮定しているとも 言える。 
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(3) コスト 

コストについては、 基本的には価格に 投入量を乗ずることによって 求める。 但し、 資本については、 

標準的な投資関数の 理論にならって 調整コストを 加えることとする。 これは、 新たに資本財を 投入す 

る場合には、 それまでの生産ラインを 変更するなどの 追加的な費用が 発生することを 考慮したもので 

あ る。 ここでは投資のスピードに 関する増加関数と 想定している。 

労働コスト : C,= の Z 

資本コスト : c, 二ね ，十ゆ ( 目れ 串ゆ (8% 。 
研究開発コスト     C 人ヰ g,R ミ q,rTr 

情報収集コスト     C 材ヰ gmA4 

C,: X 財のコスト、 Qx: X 財の価格、 の : 調整コスト、 

め : 調整コストを 考慮した資本財価格 

3. モデルの解析 

標準的な方法を 採ることとし、 予想価格の下で 資本投資、 研究開発投資、 情報収集をコントロール 

することによって 期待利益の割引現在価値の 最大化を図る。 即ち、 以下の評価関数を、 上記の制約条 

件の下でハミルトン 関数を用いて 最大化する。 その際、 計算を容易にするため、 全ての要素価格 ( 労 

働 、 資本、 研究開発、 情報収集 ) は一定と仮定し、 また労働投入 量 も一定とする。 

  
評価関数 :V 。 ヰ Ⅰ (PY 一 C, 一 C, 一 C, 一 CM セづぬ 

解析の結果、 以下の関係式が 得られる。 

(3.1) 
円，   

9v  一 9F 

  

(3.2) 

(3.1) 式から、 予想価格が資本投資に 対して影響を 及ぼすことが 見て取れる。 更に、 定常状態、 即 

ちど ヰ 0 の状態について 見ると、 (3.3) 式が得られる。 ここでは予想価格の 資本投資に与える 影響が更 
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に 明確となる。 即ち、 予想価格が実際の 価格を上回った 場合、 過大投資となり、 また予想価格が 実際 

の価格を下回った 場合、 過少投資となる。 

ど 一 一 
甲れ (3.3)   

また、 (3.2) 式を見る限り、 予想価格が研究開発投資に 及ぼす影響は 確かに存在するが、 その大き 

さは不明確であ る。 但し、 研究開発投資は 資本投資の増加関数となっており、 予想価格の影響は 資本 

投資を通じて 及んでいる。 従って、 研究開発についても、 予想価格が実際の 価格を上回った 場合、 過 

大投資となり、 また予想価格が 実際の価格を 下回った場合、 過少投資となる。 

なお、 資本の調整コストについては、 資本投資そのものには 影響を与えず、 研究開発投資に 対して 

負の効果を持っている 点は興味深い。 ヴィンテージモデルを 用いているために、 研究開発投資の 成果 

は新規の資本投資を 通じてのみ活用されるため、 調整コストがその 効果をうち消してしまうものと 考 

えられる。 

4. 結論 

以上のモデル 分析を通じて、 期待形成 ( 予想 ) が企業行動に 非常に重大な 影響を持っことが 示され 

た 。 高い技術力を 持つ企業がしばしば 経営上の蹟きを 見せることは、 このモデル上では 予想の誤りに 

よって過大な 研究開発を行う 形で表されている。 また、 このモデルで 用いたヴィンテージモデルに 由 

来するものと 考えられるが、 資本投資と研究開発投資が 相乗的に予想価格に 反応するために、 予想の 

誤差の影響が 非常に大きなものとなっている 点は興味深い。 

もちろん、 この簡単なモデルは 現実の洞察に 必ずしも十分とは 言えない。 例えば、 予想について 過 

去のトレンドを 考慮していないこと、 明示的に競争企業の 行動を考慮していないことなどが 挙げられ 

る 。 また、 資本投資や研究開発投資に 関わるタイムラグの 問題はモデルの 挙動に大きな 影響を及ぼす 

可能性があ る。 これらは今後の 発展課題であ る。 
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